
今回の日合商解説（vol.68）では、環境省IPCC第6次評価報告書の概要から
気候変動や社会的な変化、人口の高齢化問題に加え、様々な要素から鑑み
る今後の持続可能な社会に向けた大きなキーワード「サーキュラーエコノ
ミー」についても解説を行っていきます。
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循環経済（サーキュラーエコノミー）とは何か？

気候変動に影響を与える社会経済の４つの変化①

近年社会経済構造に大きな変化が生じており、中長期の気候変動対策を検討するうえで
も、きちんと影響を加味していかなければなりません。
社会の成熟化はライフスタイルの変化にも繋がっています。デジタル化はデジタルトラ
ンスフォーメーションとして様々な会社の内部で変化を起こし始めています。循環型社
会は建築業界でいえば空き家等のストックビジネスがまさにそれにあたります。働き方
改革は喫緊の課題です。

https://au-shimizu.co.jp/


日本の人口の見通しについて②

日本の人口は、高齢化や少子化が進んでいるため、今後も減少が予想され
ています。国立社会保障・人口問題研究所の中位予測によると、2045年に
は約1億1千万人、2065年には約9,000万人になると予測されています。ま
た、2020年代半ばからは、死亡数が出生数を上回る「自然減」となり、人
口減少が一層進むと予想されています。このような人口減少の中で、労働
力人口の減少による社会問題が生じることが懸念されています。

日本の高齢化は深刻な状況にあり
ます。2019年の厚生労働省の統計
によると、65歳以上の高齢者が総
人口の28.4％に達し、2040年には
38％に達すると予測されています。
また、高齢者人口の中でも、特に
75歳以上の高齢者の割合が増加し
ており、高齢者の介護や医療など
に必要な社会インフラの整備が急
務となっています。高齢化が進む
ことで、社会保障費の増大や労働
力人口の減少など、様々な問題が
生じています。

https://au-shimizu.co.jp/


循環経済（サーキュラーエコノミー）とは何か？③

建築業界における循環経済（サーキュラーエコノミー）とは、新たな資源を使わずに既存
の資源を最大限に活用する経済モデルを指します。具体的には、建築物の設計、建設、使
用、解体において、循環型のアプローチを取り入れることで、資源の廃棄を最小限に抑え、
環境負荷を軽減することを目指します。

＜例＞
●廃棄物の削減：建築材料の選択やデザインの見直しにより、廃棄物の量を減らします。
●資源の再利用：解体後に再利用できる建材や設備を選定し、新たに再利用します。
●生産過程の改善：省エネ設備や再エネの利用、排出物の削減、環境負荷を減らします。

循環経済を取り入れた建築業界では、建築物のライフサイクルを通じて、資源の最大限の
活用や廃棄物の最小限の発生、環境負荷の軽減など、環境に配慮した持続可能な建築を実
現することができます。

＜空き家等のストックビジネスにおいて流通事業者の役割の例＞
●空き家の情報提供やマッチングの支援：情報提供や空き家所有者と需要者のマッチング
●空き家の改修やリノベーションの支援：商品と工事のセットアップ提案
●新ビジネス提案：空き家を利用したホテルやシェアハウス、コワーキングスペース

https://au-shimizu.co.jp/
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